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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　磁気共鳴灌流画像を生成する方法であって、
　対をなして交互に生じる複数の標識画像及び制御画像を含む一連の磁気共鳴灌流画像か
ら、各対毎に、前記対をなす標識画像から同じ対をなす制御画像を減算することを含めて
、初期処理された磁気共鳴灌流画像を生成するステップと、
　少なくとも１つの画質基準に関して各初期処理された画像（以下、初期処理画像と呼ぶ
）を分析することによって各初期処理画像が画質管理見直しを受けるようにし、前記画質
基準を満たさない前記初期処理画像は排除して、複数の許容磁気共鳴灌流画像を得るステ
ップと、
　前記許容磁気共鳴灌流画像だけを自動的に組み合わせて、出力として合成磁気共鳴灌流
画像を得るステップと、
　前記画質管理見直しを前記一連の画像収集に対しリアルタイムで実施するステップ、
　前記画質管理見直しにおいて予め定められた数の排除が生じると、人間に知覚できる表
示を発生するステップと
が含まれている磁気共鳴灌流画像の生成方法。
【請求項２】
　前記各初期処理画像が強度分布を示し、前記画質基準として前記強度分布の平均偏差及
び標準偏差を用いることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
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　前記各初期処理画像がエッジ特徴を含み、前記画質基準としてエッジ検出技術を用いる
ことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記エッジ検出技術を、ｇｒａｄ演算子を用いて実施するステップが含まれることを特
徴とする請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記エッジ検出技術を、ラプラス演算子を用いて実施するステップが含まれることを特
徴とする請求項３に記載の方法。
【請求項６】
　前記画質基準として基準画像を用い、各初期処理画像と前記基準画像を比較するステッ
プが含まれることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記画質管理見直しを完全自動で実施するステップが含まれることを特徴とする請求項
１に記載の方法。
【請求項８】
　前記画質管理見直しをユーザ対話式に実施するステップが含まれることを特徴とする請
求項１に記載の方法。
【請求項９】
　各対毎に、前記対をなす標識画像から制御画像を減算することによって、前記初期処理
された磁気共鳴灌流画像を生成するステップが含まれることを特徴とする請求項１に記載
の方法。
【請求項１０】
　前記一連の画像収集中に前記許容磁気共鳴灌流画像の画像内容に依存して前記画質基準
を動的に更新するステップが含まれることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　磁気共鳴灌流画像を生成する磁気共鳴装置であって、
　被検者との相互作用で、対をなして交互に生じる複数の標識画像及び制御画像を含む一
連の磁気共鳴灌流画像を収集する磁気共鳴データ収集装置と、
　各対毎に、前記対をなす標識画像から同じ対をなす制御画像を減算して、初期処理され
た磁気共鳴灌流画像を生成する画像プロセッサと、
　少なくとも１つの画質基準に関して各初期処理された画像（以下、初期処理画像と呼ぶ
）を分析することによって各初期処理画像が画質管理見直しを受けるようにし、前記画質
基準を満たさない前記初期処理画像は排除して、複数の許容磁気共鳴灌流画像を得る画質
管理モジュールと、
　前記許容磁気共鳴灌流画像だけを自動的に組み合わせて、出力として合成磁気共鳴灌流
画像を得る画像コンピュータと
を備え、
　前記画質管理モジュールは、前記画質管理見直しを前記一連の画像収集に対しリアルタ
イムで実施し、
　前記画質管理モジュールは、前記画質管理見直しにおいて予め定められた数の排除が生
じると、人間に知覚できる表示を発生する
磁気共鳴装置。
【請求項１２】
　前記各初期処理画像が強度分布を示し、前記画質管理モジュールは前記画質基準として
前記強度分布の平均偏差及び標準偏差を用いることを特徴とする請求項１１に記載の磁気
共鳴装置。
【請求項１３】
　前記各初期処理画像がエッジ特徴を含み、前記画質管理モジュールは前記画質基準とし
てエッジ検出技術を用いることを特徴とする請求項１１に記載の磁気共鳴装置。
【請求項１４】
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　前記画質管理モジュールは、前記エッジ検出技術をｇｒａｄ演算子を用いて実施するこ
とを特徴とする請求項１３に記載の磁気共鳴装置。
【請求項１５】
　前記画質管理モジュールは、前記エッジ検出技術をラプラス演算子を用いて実施するこ
とを特徴とする請求項１３に記載の磁気共鳴装置。
【請求項１６】
　前記画質管理モジュールは、前記画質基準として基準画像を用いて、各初期処理画像と
前記基準画像を比較することを特徴とする請求項１１に記載の磁気共鳴装置。
【請求項１７】
　前記画質管理モジュールは前記画質管理見直しを完全自動で実施することを特徴とする
請求項１１に記載の磁気共鳴装置。
【請求項１８】
　前記画質管理モジュールは前記画質管理見直しをユーザ対話式に実施することを特徴と
する請求項１１に記載の磁気共鳴装置。
【請求項１９】
　前記プロセッサは、各対毎に標識画像から制御画像を減算することによって前記初期処
理された磁気共鳴灌流画像を生成することを特徴とする請求項１１に記載の磁気共鳴装置
。
【請求項２０】
　前記品質管理モジュールは、前記一連の画像収集中に前記許容磁気共鳴灌流画像の画像
内容に依存して前記画質基準を更新することを特徴とする請求項１１に記載の磁気共鳴装
置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、磁気共鳴画像を生成する磁気共鳴方法及び装置、とりわけ、磁気共鳴灌流画
像を生成する磁気共鳴方法及び装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　磁気共鳴技術は、例えばＸ線による透視法またはコンピュータ断層撮影法といった他の
医用画像診断法に比べて、とりわけ患者及び医療関係者が放射線被曝しないという利点が
あるため、近年ますます利用されるようになっている。
【０００３】
　磁気共鳴（ＭＲ）技術は、被検者の内部画像を生成することが可能な既知の技術である
。このため、被検者は、被検者の核スピンが基本静磁場に沿った配向になるようにＭＲ装
置の強力で均一な基本静磁場（０．２テスラ～７テスラ以上の磁場強度）内に配置される
。被検者の体内に高周波励起パルスを放射して、核磁気共鳴を励起し、この励起された核
磁気共鳴が測定される（検出され、それに基づいてＭＲ画像が再構成される）。測定デー
タを空間エンコーディングする場合には、基本静磁場に迅速にスイッチされる傾斜磁場が
重ね合わせられる。収集した測定データはデジタル化されて、ｋ空間マトリックスに複素
数値として記憶される。多次元フーリエ変換によって、こうした値が取り込まれたｋ空間
マトリクスからＭＲ画像を再構成することが可能である。
【０００４】
　磁気共鳴を利用して、組織内の流体流である組織灌流を表わした画像を生成することが
可能である。灌流を研究することによって生体内における器官の機能を評価することが可
能になる。このため、磁気共鳴技術によって検出可能な信号を発生する造影剤が被検者に
注入され、造影剤が関心領域つまり関心解剖学的構造に最適に流入した時点で、磁気共鳴
データが収集される。造影剤は被検者の血管系に注入されるので、磁気共鳴画像における
造影剤の様子は関心領域つまり関心解剖学的構造における血流を表わしている。磁気共鳴
灌流技術は、脳血流（ＣＢＦ）が確認される頭部とりわけ脳の磁気共鳴画像に関して特に
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有効である。既知の動脈スピン標識法（ＡＳＬ）を利用した磁気共鳴灌流技術の場合、画
像は、灌流感応性標本（標識画像）と非灌流感応性画像（制御画像）が交互に収集される
ことが多い。標識画像の灌流情報は、収集される磁気共鳴画像における、関心領域に標識
したすなわち磁気共鳴標識したスピンが流入することによる画像コントラストのわずかな
変化だけを表わす。一般に、灌流信号は全磁気共鳴画像強度のわずか数パーセントほどで
ある。
【０００５】
　従って、相対的灌流画像及び定量的灌流画像の抽出及び定量化はアーチファクトを生じ
やすい。灌流信号の強度が低いので、数分の時間枠内で複数画像を収集しなければならな
い。この結果、標識画像と制御画像とが交互に時系列をなす画像が収集される。これらの
標識画像及び制御画像をサブトラクション法によって互いに対をなすように組み合わせる
と、複数のサブトラクション画像が得られ、これらを組み合わせて、合成灌流画像を作成
することが可能になる。複数の灌流画像を組み合わせることによって、その組合せ画像に
おいて低強度の灌流信号をより容易に認識できるようになる。
【０００６】
　こうした画像系列の収集に必要な時間の長さのため、画像アーチファクトの最も重大な
原因は、全身（筋肉）運動または呼吸及び心臓の動きのような自然運動といった患者の動
きである。制御画像は、灌流から生じる小さな信号変調を含む標識画像から理論上減じる
ことが可能な静止スナップショット画像になるように意図されている。上述のように、標
識画像と制御画像とのこの信号差はわずか数パーセントほどである。アーチファクトは、
制御画像に対する信号の影響が不安定であるために発生しやすく、従って、制御画像は真
の静止画像から逸脱することになる可能性がある。被検者内で生じる非静信号の影響に加
えて、磁気共鳴データの収集に用いられるスキャナの不安定性のために、制御画像が真に
静的でなくなる可能性もある。制御画像における１パーセントほどのわずかな誤差によっ
て、灌流画像に起因すると考えられるほぼ１００％偽変化のアーチファクトを生じること
になる可能性がある。
【０００７】
　上述のように、この問題を最小限に抑えるために用いられる典型的な処理は、それぞれ
標識画像と制御画像との差である複数の灌流画像を生成することである。次に、複数の灌
流画像が平均される。倍率または較正係数を適用して、灌流重み付き画像または定量的灌
流画像を得ることが可能である。より高度な技術では、差分画像における時間分解能を回
復するため、時系列をなす灌流画像の時間的補間法が用いられる。典型的な手法は、平均
する前に動きに対してもとの画像系列を補正することである。これは、反復測定の画像ボ
リュームを基準ボリュームにレジストレーション（位置合わせ）することによって実施さ
れる。後続のボリュームを完全に位置合わせすることが可能である限り、これによってサ
ブトラクションアーチファクトを大幅に抑えることが可能になる。しかし、モーションア
ーチファクトがボリューム内で生じる場合、こうしたボリュームに基づく位置合わせは役
に立たず、かなりのサブトラクションアーチファクトが生じるままに放置され、結果とし
て擬似灌流画像が生じることになる。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　本発明の課題は、モーションアーチファクトの影響が抑制され、そのために合成灌流画
像の精度及び画質が向上する磁気共鳴灌流画像の収集方法及び装置を提供することにある
。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記課題は、本発明によれば、それぞれ、標識画像と制御画像とのサブトラクション（
減算）によって生じる初期処理された灌流画像を組み合わせて合成灌流画像を作成する前
に、初期処理された画像（以下、初期処理画像と呼ぶ）が画質管理分析を受ける磁気共鳴
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灌流画像生成方法及び装置により達成される。画質管理分析において、予め定められた画
質管理基準を満たすことができない初期処理画像は排除され、組合せ灌流画像の生成に利
用される後続の平均化または組み合わせ手順において用いられない。従って、過度のモー
ションアーチファクトを示す初期処理画像が組合せ灌流画像に影響することはないので、
組合せ灌流画像の総合画質が大幅に向上する。
　しかして、本発明によれば、磁気共鳴灌流画像を生成する方法であって、
　対をなして交互に生じる複数の標識画像及び制御画像を含む一連の磁気共鳴灌流画像か
ら、各対毎に、前記対をなす標識画像から同じ対をなす制御画像を減算することを含めて
、初期処理された磁気共鳴灌流画像を生成するステップと、
　少なくとも１つの画質基準に関して各初期処理された画像（以下、初期処理画像と呼ぶ
）を分析することによって各初期処理画像が画質管理見直し（画質管理分析）を受けるよ
うにし、前記画質基準を満たさない前記初期処理画像は排除して、複数の許容磁気共鳴灌
流画像を得るステップと、
　前記許容磁気共鳴灌流画像だけを自動的に組み合わせて、出力として合成磁気共鳴灌流
画像を得るステップと、
　前記画質管理見直しを前記一連の画像収集に対しリアルタイムで実施するステップと、
　前記画質管理見直しにおいて予め定められた数の排除が生じると、人間に知覚できる表
示を発生するステップと
が含まれている磁気共鳴灌流画像の生成方法が提案される（請求項１）。
　磁気共鳴灌流画像の生成方法に関する本発明の実施態様は次の通りである。
・前記各初期処理画像が強度分布を示し、前記画質基準として前記強度分布の平均偏差及
び標準偏差を用いる（請求項２）。
・前記各初期処理画像がエネルギーを有し、前記画質基準として前記エネルギーの２乗平
均平方根を用いる。
・前記各初期処理画像がエッジ特徴を含み、前記画質基準としてエッジ検出技術を用いる
（請求項３）。
・前記エッジ検出技術を、ｇｒａｄ演算子を用いて実施するステップが含まれる（請求項
４）。
・前記エッジ検出技術を、ラプラス演算子を用いて実施するステップが含まれる（請求項
５）。
・前記画質基準として基準画像を用い、各初期処理画像と前記基準画像を比較するステッ
プが含まれる（請求項６）。
・前記画質管理見直しを完全自動で実施するステップが含まれる（請求項７）。
・前記画質管理見直しをユーザ対話式に実施するステップが含まれる（請求項８）。
・前記画質管理見直しを前記一連の画像の収集後オフラインで実施するステップが含まれ
る。
・前記一連の画像収集中に前記画質基準の説明を表示するステップが含まれる。
・各対毎に、前記対をなす標識画像から制御画像を減算することによって、前記初期処理
された磁気共鳴灌流画像を生成するステップが含まれる（請求項９）。
・前記一連の画像収集中に前記許容磁気共鳴灌流画像の画像内容に依存して前記画質基準
を動的に更新するステップが含まれる（請求項１０）。
　さらに、本発明によれば、磁気共鳴灌流画像を生成する磁気共鳴装置であって、
　被検者との相互作用で、対をなして交互に生じる複数の標識画像及び制御画像を含む一
連の磁気共鳴灌流画像を収集する磁気共鳴データ収集装置と、
　各対毎に、前記対をなす標識画像から同じ対をなす制御画像を減算して、初期処理され
た磁気共鳴灌流画像を生成する画像プロセッサと、
　少なくとも１つの画質基準に関して各初期処理された画像（以下、初期処理画像と呼ぶ
）を分析することによって各初期処理画像が画質管理見直し（画質管理分析）を受けるよ
うにし、前記画質基準を満たさない前記初期処理画像は排除して、複数の許容磁気共鳴灌
流画像を得る画質管理モジュールと、
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　前記許容磁気共鳴灌流画像だけを自動的に組み合わせて、出力として合成磁気共鳴灌流
画像を得る画像コンピュータと
を備え、
　前記画質管理モジュールは、前記画質管理見直しを前記一連の画像収集に対しリアルタ
イムで実施し、
　前記画質管理モジュールは、前記画質管理見直しにおいて予め定められた数の排除が生
じると、人間に知覚できる表示を発生する
磁気共鳴装置が提案される（請求項１１）。
　磁気共鳴装置に関する本発明の実施態様は次の通りである。
・前記各初期処理画像が強度分布を示し、前記画質管理モジュールは前記画質基準として
前記強度分布の平均偏差及び標準偏差を用いる（請求項１２）。
・前記各初期処理画像がエネルギーを有し、前記画質管理モジュールは前記画質基準とし
て前記エネルギーの２乗平均平方根を用いる。
・前記各初期処理画像がエッジ特徴を含み、前記画質管理モジュールは前記画質基準とし
てエッジ検出技術を用いる（請求項１３）。
・前記画質管理モジュールは、前記エッジ検出技術をｇｒａｄ演算子を用いて実施する（
請求項１４）。
・前記画質管理モジュールは、前記エッジ検出技術をラプラス演算子を用いて実施する（
請求項１５）。
・前記画質管理モジュールは、前記画質基準として基準画像を用いて、各初期処理画像と
前記基準画像を比較する（請求項１６）。
・前記画質管理モジュールは前記画質管理見直しを完全自動で実施する（請求項１７）。
・前記画質管理モジュールは前記画質管理見直しをユーザ対話式に実施する（請求項１８
）。
・前記画質管理モジュールは、前記画質管理見直しを前記一連の画像の収集後オフライン
で実施する。
・前記画質管理モジュールは前記一連の画像収集中に前記画質基準の説明を表示する。
・前記プロセッサは、各対毎に標識画像から制御画像を減算することによって前記初期処
理された磁気共鳴灌流画像を生成する（請求項１９）。
・前記品質管理モジュールは、前記一連の画像収集中に前記許容磁気共鳴灌流画像の画像
内容に依存して前記画質基準を更新する（請求項２０）。
【００１０】
　画質管理は、コンピュータ化された方法により完全自動で行うこともできるし、あるい
は、組合せ手順に導入されて、組合せ灌流画像を作成することになる画質のレベルに関し
て、ユーザが自分自身で判断できるようにユーザと対話して実施することも可能である。
手順が自動的に実施される場合でも、過剰な数の許容できない画質の初期処理灌流画像が
常に生じる場合には、警報装置または他の何らかのタイプのインディケータによってユー
ザまたはオペレータに知らせることができるので、ユーザまたはオペレータは磁気共鳴デ
ータの生成に用いられている磁気共鳴データ収集システムの設定における補正措置を講じ
ることが可能である。
【００１１】
　ユーザまたはオペレータがこうした適切な補正措置を講じることができるようにするた
め、初期処理灌流画像の収集（生成）中に画質管理分析をリアルタイムで実施することが
可能である。代わりに、完全な一揃いの初期処理灌流画像を生成して、さらに画質管理分
析をオフラインで実施することが可能である。しかし、この実施形態の場合、患者がまだ
磁気共鳴データ収集室内にいる間に組み合わせられた最終的な灌流画像をすぐに利用する
ことはできない。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】本発明に従って構成され動作する磁気共鳴イメージングシステムの基本構成部品
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を例示した概略図である。
【図２】初期処理灌流画像の画質管理見直しを具現化する、本発明に従って組合せ灌流画
像を得るための方法を例示した概略図である。
【図３】本発明による方法及び装置における画質管理見直しを実施するための実施形態を
例示したフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　図１には、基本構成部品と共に磁気共鳴装置１の構成の概略が示されている。磁気共鳴
イメージングによって身体を検査するために、時間及び空間特性に関してできる限り正確
に調整されたさまざまな磁場が用いられる。
【００１４】
　高周波遮蔽測定室３内に配置された強力な磁石（一般にトンネル形状の開口部を備える
クライオマグネット５）によって、一般に０．２テスラ～３テスラ以上に達する強力な基
本静磁場７が発生する。検査を受ける身体または身体部分（ここでは不図示）は、患者用
ベッド９に載せられて、基本静磁場７の均一な領域内に配置される。
【００１５】
　高周波アンテナ（ここではボディコイル１３として示されている）によって放射される
磁気高周波励起パルスによって、身体の核スピンの励起が生じる。高周波励起パルスは、
パルスシーケンス制御ユニット１７によって制御されるパルス発生ユニット１５によって
生じる。高周波増幅器１９による増幅後、パルスは高周波アンテナに中継される。ここに
示された高周波システムは概略が示されているだけである。一般に、磁気共鳴装置１には
、２つ以上のパルス発生ユニット１５、２つ以上の高周波増幅器１９、及び、複数の高周
波アンテナが用いられる。
【００１６】
　さらに、磁気共鳴装置１は、測定中にスライス選択励起及び測定信号の空間エンコーデ
ィングのための傾斜磁場を放射する傾斜磁場コイル２１を備えている。傾斜磁場コイル２
１は、パルス発生ユニット１５と同様に、パルスシーケンス制御ユニット１７に接続され
た傾斜磁場コイル制御ユニット２３によって制御される。
【００１７】
　励起された核スピンによって放出される信号は、ボディコイル１３及び／または局部コ
イル２５によって収集され、高周波前置増幅器２７によって増幅され、収集ユニット２９
によってさらに処理されディジタル化される。
【００１８】
　伝送モードと収集モードとの両方で動作させることができるコイル（例えばボディコイ
ル１３のような）を前提とすると、補正信号中継は上流の送信受信ダイプレクサ３９によ
って調整される。
【００１９】
　画像処理ユニット３１は測定データから画像を生成し、この画像はオペレータコンソー
ル３３を介してユーザに提示されるかまたは記憶装置３５に記憶される。中央コンピュー
タ３７は個々のシステム構成要素を制御する。従って、コンピュータ３７は、コンピュー
タ３７の適切なプログラミングによって本発明による方法を実施できるように構成される
。
【００２０】
　図１に示す磁気共鳴装置１は、例えば灌流研究の実施に関して、既知のやり方で操作し
て、被検者に磁気共鳴で検出可能な造影剤を注入することが可能な略示された造影剤注入
器３８も含んでいる。造影剤注入器３８はやはりコンピュータ３７によって制御されるが
、そのための特定の接続は明瞭化のために図１から省略されている。
【００２１】
　図２には、図１に示す装置１のコンピュータ３７に適切なプログラミングを施すことに
よって実施される本発明による方法の基本ステップが例示されている。上述のように、灌
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流研究を実施する場合、一連の交互の標識画像Ｔ及び制御画像Ｃが順次生成される。この
ために造影剤注入器３８を操作して、関心解剖学的構造つまり関心領域が造影剤によって
強調されない場合には、制御画像Ｃに関する磁気共鳴データが得られるようにし、関心解
剖学的構造つまり関心領域が造影剤によって強調される場合には、標識画像Ｔに関する磁
気共鳴データがそれぞれの時点で収集されるようにする。
【００２２】
　２つ一組にして、標識画像Ｔと制御画像Ｃとが互いに減算される。必要であるかまたは
望ましい場合には、サブトラクション画像に適切なスケーリング及び／または重み付けを
実施することが可能である。この結果、いくつかの初期処理された画像（以下、初期処理
画像と呼ぶ）が生じる。
【００２３】
　本発明によれば、初期処理画像は自動またはユーザ対話式画質管理を受ける。図２に示
す例の場合、中央の初期処理画像は適用しうる画像管理基準を満たさないと判定され、従
って画質管理に合格しない。この結果、４つの許容可能な画像が得られ、次にこれらの画
像を組み合わせて、合成灌流画像が作成される。画質管理分析を満たさない初期処理画像
が含まれないので、組合せ灌流画像は高画質で、モーションアーチファクトによって悩ま
されることはない。
【００２４】
　図２に例示の手順に基づく典型的な実施形態は下記の通りである。動脈スピン標識法を
利用した灌流研究のための磁気共鳴画像において、灌流情報を含む画像（標識画像）と制
御画像との複数状態が２Ｄまたは３Ｄボリューム内で収集され、最終灌流画像における信
号対雑音比及びコントラスト対雑音比を高めるために、この手順を複数回にわたって反復
して、平均される。標識画像及び制御画像が収集され、動脈スピン標識法を用いて標識－
制御－標識－制御－標識等の交互配置が施される。対をなす標識画像及び制御画像を互い
に減算することによって、灌流情報だけを含むサブトラクション画像が得られる。このサ
ブトラクション画像はモーションアーチファクトに悩ませられることがある。
【００２５】
　次に、初期処理画像は上述の画質管理見直し（画質管理分析）を受け、その結果いくつ
かの許容画像が画質管理に合格する。許容画像だけを組み合わせて、合成灌流画像が作成
される。
【００２６】
　図３のフローチャートには、画質管理の典型的な実施形態が例示されている。画質管理
手順では、分析される初期処理画像と基準データとのメトリック比較（metric compariso
n）が行われる。基準データは基準画像であってもよい。比較（画質はｏｋか）によって
初期処理画像に適正な画質レベルが存在することが示されると、初期処理画像は許容画像
と判断される。基準データは動的に構成され、図３に示すように画像収集プロセスの進行
中に更新されてもよい。
【００２７】
　基準データと分析される画像とのメトリック比較は、強度分布の平均偏差及び／または
標準偏差に基づくこともできるし、あるいは、初期処理画像のエネルギーの２乗平均平方
根（root mean square）のようなエネルギー分析に基づくこともできるし、あるいは、勾
配演算子またはラプラス演算子を用いるエッジ検出技術とすることもできるし、あるいは
、記憶された画像及び初期処理画像に含まれる他の相互情報とすることも可能である。
【００２８】
　画質管理手順は、進行している画像系列のデータ収集中にリアルタイムで実施すること
もできるし、あるいは、画像系列を利用してオフラインで実施することも可能である。
【００２９】
　画質管理は、完全自動でまたはユーザ対話式に実施することが可能である。ユーザ対話
式に実施される場合、ユーザは、各画像を手渡して組合せ灌流画像に役立てるため、各初
期処理画像を手動で見直すことが可能である。画質管理が、ユーザとの対話をせずに、コ
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数の初期処理画像が画質管理に合格しなければ、ユーザに通知することが可能である。こ
れによって、画像収集プロセスの調整が必要であることをユーザに指示することが可能に
なる。
【００３０】
　図３にも示されている画質管理手順において、画質の必要レベルを満たさないと判定さ
れた初期処理画像を分析し、それでもなお組合せ灌流画像への組込みを容認し得る画像と
して用いるのに適した画像を生成する画像処理による補正が実施可能であるか否かの判定
を行うことが可能である。補正が実施できなければ、問題となる初期処理画像は排除され
る。補正が実施可能であれば、補正が施され、許容画像が得られる。
【００３１】
　当該技術者による修正及び変更の提案は可能であるが、本書を正当な根拠とする特許の
範囲内において、当該技術に対する発明者の寄与範囲内に含まれるのが妥当でありかつ適
切な全ての変更及び修正を具現化するのが発明者の意図である。
【符号の説明】
【００３２】
　１　　磁気共鳴装置
　３　　高周波遮蔽測定室
　５　　クライオマグネット
　７　　基本静磁場
　９　　患者用ベッド
　１３　高周波アンテナ（ボディコイル）
　１５　パルス発生ユニット
　１７　パルスシーケンス制御ユニット
　１９　高周波増幅器
　２１　傾斜磁場コイル
　２３　傾斜磁場コイル制御ニット
　２５　局部コイル
　２７　高周波前置増幅器
　２９　収集ユニット
　３１　画像処理ユニット
　３３　オペレータコンソール
　３５　記憶装置
　３７　中央コンピュータ
　３８　造影剤注入器
　３９　送信受信ダイプレクサ



(10) JP 5751746 B2 2015.7.22

【図１】 【図２】

【図３】



(11) JP 5751746 B2 2015.7.22

10

フロントページの続き

(72)発明者  ヨーゼフ　プフォイファー
            ドイツ連邦共和国　９１３５８　クンロイト　ヒンテレ　プファッフェンライテ　１７

    審査官  竹内　あや乃

(56)参考文献  特開２００４－２４２９４８（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００８－０３５８９５（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２０００－２７９３９０（ＪＰ，Ａ）　　　
              特表２００７－５２９０７１（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開平０２－３０２２４８（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開平０７－１４８１５５（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ａ６１Ｂ　　　５／０５５　　　


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

